
第３次鎌倉市総合計画
第２期基本計画　前期実施計画
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世界に誇れる貴重な歴史的遺産の保存を図るとともに、整備・活用を進めていきます。

先人から営々と築かれてきた伝統芸能・工芸などの保存・継承に努めます。

歴史と文化の伝統に裏打ちされた鎌倉らしさを継承し発展させるため、市民や世界に向けて情報を発信し
ます。

豊かな歴史的遺産を守り後世に伝えるため、引き続き、世界遺産登録推薦をめざします。

歴史的遺産と自然環境の保全

1） 歴史的風土特別保存地区の公有地化を国・県に要請します。

2） 国指定史跡である永福寺跡、鶴岡八幡宮境内（御谷地区）、北条氏常盤亭跡及び東勝寺跡の保全を
      図るため公有地化に努めます。

史跡の指定、保存、管理、整備及び活用

1） 歴史的・学術的に重要な箇所について新たに国指定史跡等の指定に向けた検討、準備を進めます。

2） 国指定史跡の適切な保存管理を図るため、史跡保存管理計画の策定を進めます。

3） 史跡永福寺跡については環境整備事業を進め、将来史跡（歴史）公園として整備・活用を図りま
     す。

4） 国指定史跡の整備・活用に向けて、史跡整備計画策定の検討を進めるとともに、維持管理に努めま
     す。

埋蔵文化財の発掘体制

発掘調査体制の整備・充実に努めます。

文化財の保存、調査・研究、情報の充実

1） 文化財の保存を図るため、指定文化財の指定を進めます｡

2） 文化財資料のデータベース化を進めます。

3） 発掘調査出土品、民俗資料及び中世鎌倉を中心とした鎌倉の歴史資料等の整理、保管、研究、公開
     及び学習の場となる施設を整備し、国宝館等と連携し、情報の発信を行います。

4） 文化財を学ぶ機会など文化財保護の事業を、市民・事業者・ＮＰＯ等と協働で進めます。

伝統芸能・工芸などの保存・継承

伝統芸能・工芸などを保存・継承するため、後継者の育成や資料の保存を図ります。

世界遺産への登録

1） 世界遺産登録推薦に向けて必要な国指定史跡指定、保存管理計画策定等を行います。

2） 世界遺産登録推薦について引き続き市民に理解を求め、市民と一体となった取り組みを進めます。

3） 世界遺産登録に向けた推薦について、国へ要請していきます。

4） 世界遺産登録後は、登録遺産の保存・整備・活用を進めるための体制の充実を図ります。

２　歴史を継承し、文化を創造するまち

【基本計画目標】

　【実施計画事業】
 

【基本計画施策の方針】
 

 1  歴史環境
   豊かな歴史的遺産が大切に保全され、伝統的な文化が保存・継承されているまち
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第３次鎌倉市総合計画
第２期基本計画　前期実施計画

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習部 特記事項
所管課 文化財課 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程

鶴岡八幡宮境内
（御谷地区）

北条氏常盤亭跡
土地買収

鶴岡八幡宮境内
（御谷地区）
土地買収

永福寺跡
土地買収

永福寺跡
土地買収

永福寺跡
土地買収

522,210

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 都市計画部 特記事項
所管課 都市計画課 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業行程
制定40周年記念事業
危機管理対応マニュア
ル作成

　 　 　 　 2,500

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習部 特記事項
所管課 文化財課 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程 指定の検討 指定の検討 指定の検討 指定の検討 指定の検討 0

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習部 特記事項
所管課 文化財課 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程
文化庁協議
環境整備

文化庁協議
環境整備

文化庁協議
環境整備

文化庁協議
環境整備

文化庁協議
環境整備 865,160

　

事　　業　　計　　画

　２－１－１－②

古都保存法の啓発

鎌倉の市民運動を契機として制定された古都保存法の制定４０周年の記念事業を平成１８年度
に実施するとともに、改めて歴史的風土の保存についての啓発を行います。

　

平成23年度を目標に世界遺産登録の対象遺産とする予定の国指定史跡永福寺跡を保存・整備
し、歴史教育の場として学校教育や生涯学習に提供し、幅広く活用します。

世界遺産登録推進担当

事　　業　　計　　画

世界遺産登録推進担当

事　　業　　計　　画

　２－１－２－②

国指定史跡永福寺跡の環境整備

　２－１－２－①

国指定史跡への指定及び指定の検討

重要な遺跡については国指定史跡の指定に向け準備を進めます。

国指定史跡の永福寺跡、鶴岡八幡宮境内（御谷地区）、北条氏常盤亭跡について、史跡保存の
ため公有地化を推進します。

世界遺産登録推進担当

事　　業　　計　　画

　２－１－１－①

史跡の公有地化
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第３次鎌倉市総合計画
第２期基本計画　前期実施計画

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習部 特記事項
所管課 文化財課 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程 　
常盤亭跡遊歩道整備

切通管理的整備
亀ヶ谷坂基本設計

亀ヶ谷実施設計 亀ヶ谷保存工事 　 402,800

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習部 特記事項
所管課 文化財課 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程 保存修理 保存修理 保存修理 保存修理 保存修理 124,220

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習部 特記事項
所管課 文化財課 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程 保存修理 保存修理 保存修理 保存修理 保存修理 13,100

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習部 特記事項
所管課 文化財課 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程 文化財資料館の検討 文化財資料館の検討 設計協議・工事 工事・開館 運営 0

発掘調査出土品、民俗資料及び中世鎌倉を中心とした鎌倉の歴史資料等の整理、保管、研究、
公開及び学習の場となる文化財資料館（埋蔵文化財センター）を開館します。

野村総合研究所跡地利用で措置
世界遺産登録推進担当、文化・教養施設整備担当

事　　業　　計　　画

　

事　　業　　計　　画

　２－１－４－③

文化財資料館（埋蔵文化財センター）の整備

　２－１－４－②

文化財の保存修理（市指定文化財）

市指定文化財について適正な保存管理とその活用を図るため、保存修理の必要な物件を計画的
に保存修理を行います。

　

国・県指定の文化財について、適正な保存管理とその活用を図るため、国・県及び所有者との
協議を行い計画的な保存修理を行います。

　
　

事　　業　　計　　画

世界遺産登録推進担当

事　　業　　計　　画

　２－１－４－①

文化財の保存修理（国・県指定文化財）

　２－１－２－③

国指定史跡の環境整備

世界遺産登録の対象遺産とする予定の史跡である切通及び登録後に国民・市民などに公開し、
公開に伴う管理を行うため遊歩道整備及び管理的整備を行います。
国指定史跡亀ヶ谷坂は、通行の安全確保と史跡の保護・保存のための整備を行います。
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第３次鎌倉市総合計画
第２期基本計画　前期実施計画

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習部 特記事項
所管課 文化財課 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程 博物館の検討 博物館の検討 設計協議・工事 工事・開館 運営 0

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習推進担当 特記事項

所管課
文化・教養施設整

備担当
関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程
プロポーザル準備及び

実施
事業者決定・計画協

議
設計協議・工事 工事・開館 運営 3,004,560

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 世界遺産登録推進担当 特記事項

所管課 世界遺産登録推進担当 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業行程
推薦準備事務

啓発事業
推薦準備事務

啓発事業
登録推薦要請

啓発事務
登録準備事務

啓発事業
記念事業 107,730

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 世界遺産登録推進担当 特記事項
所管課 世界遺産登録推進担当 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業行程
保存管理計画策定等

登録推薦準備
保存管理計画策定
等登録推薦準備

登録推薦準備事務 登録準備事務 登録準備事務 117,200

文化財課

事　　業　　計　　画

　２－１－６－②

世界遺産に係る史跡等の準備

平成１９年度末頃までに、対象候補遺産に係る世界遺産登録・推薦に向けた準備業務を実施
し、世界遺産一覧表への登載をめざします。

　

世界遺産登録・推薦に向けた準備を行い国へ推薦を要請するとともに、市民等との協働による
取り組みを推進し、世界遺産一覧表への登載をめざします。

　

文化財課

事　　業　　計　　画

　２－１－６－①

世界遺産登録の推進

公共的機能と民間機能をバランスよく導入し、公共的機能である複合博物館・市民活動交流館
は民間資金を活用しながら整備、開館します。また、市民参画による段階的な緑地管理を進
め、体制づくりと人材育成を図ります。

生涯学習課・文化財課・世界遺産登録推進担当・みどり課

事　　業　　計　　画

世界遺産登録推進担当、文化・教養施設整備担当

事　　業　　計　　画

　２－１－４－⑤

野村総研跡地における文化・教養施設等の整備

　２－１－４－④

博物館の整備

発掘調査出土品、民俗資料及び中世鎌倉を中心とした鎌倉の歴史資料等の整理、保管、研究、
公開及び学習の場となる博物館を文化財資料館（埋蔵文化財センター）との併設または複合施
設として開館します。

野村総合研究所跡地利用で措置
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第３次鎌倉市総合計画
第２期基本計画　前期実施計画
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事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習推進担当 特記事項
所管課 鎌倉芸術館担当 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程 維持修繕の実施 維持修繕の実施 維持修繕の実施 維持修繕の実施 維持修繕の実施 300,000

2） 鎌倉ゆかりの作品を収蔵・展示するとともに、市民が活用等できる機能を有した施設を整備してい
     きます。

文化活動の推進

市民がこれまで培ってきた文化の伝統に加えて、新たな文化を創造・発信するために、文化活動の振興を
図ります。

文化活動の条件整備

　２－２－２－①

鎌倉芸術館の維持修繕

市民が身近な場所での芸術鑑賞や気軽に文化活動に参加できるように、場や機会の提供や情報の充実を図
ります。

文化活動の支援

1） 地域文化活動の振興を図るため、市民の自主的文化活動を支援するシステムづくりに努めます。

2） 文化的なまちの創造のため、鎌倉芸術館などの有効活用に努めます。

1）歴史的遺産や文化資源を活用して、来訪者へも歴史と文化が生きる鎌倉を積極的に発信します。

2）歴史・文化を包括した文化施設等のネットワーク化と市民・事業者・ＮＰＯ等のネットワーク化を

     図り、市は横断的組織によって、市民の文化・芸術活動を推進します。

文化施設の整備

1） 近現代も含めた文化資源の整理・保存・活用を図ります。

開館後10年が経過したため、施設の予防保全として、大・小ホールの舞台機構設備、音響設
備、照明設備の修繕などを中心に、施設全体の維持修繕を段階的に実施します。

事　　業　　計　　画

【基本計画目標】

　【実施計画事業】

【基本計画施策の方針】

 2  文化
　文化活動が活発であり、新たな文化の創造・発信を行っているまち
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第３次鎌倉市総合計画
第２期基本計画　前期実施計画

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習推進担当 特記事項
所管課 文化推進課 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程
整備計画策定及びプ

ロポーザル準備
事業者決定 工事 工事・開館 運営 339,100

事業コード

事　業　名

事業目標

所管部 生涯学習部 特記事項
所管課 生涯学習課 関連課

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
期間内推計事業費
（千円）

事業工程 美術館の検討 美術館の検討 設計協議・工事
工事・開館準備
作品収集・保管
展示場の活用

展示場の活用
作品収集・保管

開館
3,240( 0 )

（仮称）川喜多記念館の整備

旧川喜多邸を映画記念館として整備し、川喜多夫妻の功績にふれながら、鎌倉らしい佇まいを
楽しむことができる施設として整備します。

　２－２－３－①

都市景観課

事　　業　　計　　画

　２－２－３－②

事　　業　　計　　画

（仮称）鎌倉美術館本館の整備

野村総合研究所跡地において、（仮称）鎌倉美術館本館を複合博物館として整備します。
展示作品の収集を推進するとともに市民の芸術文化活動を支援します。

野村総合研究所跡地利用で措置
文化・教養施設整備担当、文化財課
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